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平成１７年４月１日

旧秩父市、秩父郡吉田町、

大滝村、荒川村の対等合併

により誕生

東京都心まで６０～８０キロ圏

さいたま市まで５０～７０キロ圏

東京・池袋から西武鉄道特急で約８０分

面積 ５７７．６９k㎡ （埼玉県の面積の約１５％）

※面積の約８７％は森林 （埼玉県の森林の約４０％）

人口 約７３，０００人 （埼玉県の人口の約１％）

高齢者人口比率 ２３．５％ （県平均１４．７％）

埼玉県秩父市です！
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埼玉県有数の観光地「秩父」
秩父夜祭（12月2日、3日）：日本最大級の曳山祭
・・・秩父地方の総鎮守である秩父神社の例大祭。笠鉾と屋台（国指定重
要有形民俗文化財）、屋台行事と神楽（国指定重要無形民俗文化財）

龍勢（10月第2日曜）：手作りロケット（埼玉県指定無形民俗文化財）
・・・下吉田椋神社の秋の大祭
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秩父の魅力的な観光資源

羊山公園「芝桜の丘」（4月中旬～5月上旬）

・・・日本最大級のシバザクラ植栽地（14,500㎡、11種類、333,000株）

清雲寺の枝垂れ桜（3月下旬～4月中旬）：樹齢600年のエドヒガンザクラ

（埼玉県指定天然記念物）

中津峡の紅葉（10月下旬～11月上旬）：高さ100mに及ぶ中津川渓谷の絶
壁とモミジ、ナナカマド、ウルシの紅葉 （埼玉県指定名勝、日本紅葉百選）
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新生秩父市の将来像、課題、対策

【課題】

少子高齢化、人口減少、
地域経済の停滞

【対策】

豊かな自然環境を生かし
た、新たな雇用と産業の
創出

新市まちづくり計画に掲げられた「将来像」

「まち輝き むら際だち 森と水のちからほとばしる

助けあい 温もりのまち ちちぶ」
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「森と水のちからほとばしる活力の
あるまちづくり計画」

埼玉県と秩父市の連名。

「森林の再生によるまちづくり」と「淡水資源の保護」の二つ
の大きな柱をもとに、豊かな自然環境を保全しつつ、新たな
雇用と産業の創出に主眼を置き、施策を展開。

地域再生基盤強化交付金のうち、道整備交付金と汚水処理
施設整備交付金を重複活用。

交付金を活用する事業

4,729,543千円（うち交付金1,745,412千円）

豊かな自然環境を生かした関連事業を実施。
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森と水のちからほとばしる
活力のあるまちづくり計画

（埼玉県・秩父市） 汚水処理施設
整備交付金の活用

道整備交付金
の活用

農業集落排水

浄化槽

公共下水道

エコツーリズム・
森の学校事業

カエデの森
植林事業

バイオマス・コジェネ施設

（秩父木材センター）

秩父市役所
市道の整備

市道の整備

市道の整備

林道（森林管理道）の整備

林道（森林管理道）の整備

荒川

淡水資源保護事業

バイオマス・コジェネ
研究事業
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道整備交付金を活用する事業

林道（森林管理道）を整備し、作
業環境を向上させることで、林業
の雇用創出、産業の振興を図る。
また、市道を整備することにより、
アクセスの向上、地域住民の生
活道路の安全を確保する。

市道（13路線 2,365m）

855,000千円（交付金427,500千円）

林道（12路線 12,233m）
893,230千円（交付金409,830千円）
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汚水処理施設整備交付金を活用する事業

秩父市は荒川源流、上流域に位置する自治体
であることから、公共下水道、農業集落排水、
合併処理浄化槽等の汚水処理施設の整備を
進め、よりきれいな水を下流に送り出す仕組み
を構築し、循環型社会の形成に寄与していく。

公共下水道（管路11,729m）

820,430千円（交付金99,300千円）

農業集落排水施設

（管路10,914m、処理場1箇所、ポンプ施設7箇所）

1,284,840千円（交付金581,255千円）

浄化槽（個人設置型665基、市町村設置型377基）

876,043千円（交付金227,527千円）
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関連事業（道整備交付金関連）

バイオマス・コジェネ研究事業

間伐材等を活用した木質系バイオマス発

電。電力・熱の有効利用

カエデの森植林事業

落葉広葉樹（カエデ）の植林による観光

振興と、特産品（メープルシロップを利用し

た新商品）開発による地域経済の活性化

エコツーリズム・森の学校事業

森林資源を活用した自然体験型観光、環

境体験教育施設の整備
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関連事業（汚水処理施設整備交付金関連）

淡水資源保護事業

・オガクズを利用した「バイオトイレ」
・「傾斜土槽法」による生活雑排水、下水処理
水の処理

・下水処理に伴い発生する汚泥の有効利用

などの研究により、
環境負荷の低減、淡水資源の保護、循環型
社会の構築を目指す。
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ご静聴ありがとうございました。

【お問い合わせ先】

秩父市 市長室 企画広報課

〒３６８－８６８６

埼玉県秩父市熊木町８－１５

電話 ０４９４－２２－２２０２（直通）

ＦＡＸ ０４９４－２４－７２７２

E-mail kikaku@city.chichibu.lg.jp


